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第１章 水道ビジョン策定にあたって 

 

１１１---１１１．．．策策策定定定ののの主主主旨旨旨   

 

   八幡浜市の水道は、現在、上水道事業（1事業）と簡易水道事業（12事業）、及び条例水道

事業等（9事業）を運営しています。昭和５年に給水を開始した後拡張を続け、市民の生活に

欠かせないライフラインとしての機能を維持発展させてきましたが、近年、水道水の安全性や

おいしい水など、需要者ニーズの多様化・高度化に対して質の高い水道が求められ、一方では

水需要の減少や老朽化施設の更新、環境問題への取組みなどの課題を抱えており、水道事業を

とりまく状況は大きく変化しています。 

   厚生労働省は平成16年 6月に水道ビジョンを策定し、今後の水道に関する重点的な政策課

題と、それを実現するための具体的な施策・工程を示しました。また、平成17年 10月には

各水道事業に対して、事業を取り巻く環境を総合的に分析した上で経営戦略をたて、計画的に

実行していくための｢地域水道ビジョン｣の策定を推奨しています。 

   このような背景を受けて、八幡浜市では、効率的な事業経営のもとで、将来にわたって安心

で安全な水を供給し、また災害時にも安定的に給水を行うために、｢安心・安全｣、｢安定｣、

「持続」、「環境」の４つの観点から，今後の進むべき方向と具体的な施策を示す指針となる

「八幡浜市水道事業基本計画（八幡浜市水道ビジョン）」を策定するものです。 

 

    

１１１---２２２．．．水水水道道道ビビビジジジョョョンンンののの位位位置置置づづづけけけ   

 

   八幡浜市は平成19年に｢八幡浜市総合計画｣を策定し、計画の中で水道についても、①水資

源の確保・水質の保全、②水道施設の適切な維持更新、③漏水防止の推進、④水道事業の健全

な経営、⑤計画的な事業の整備推進について施策を示しています。 

   ｢八幡浜市水道ビジョン｣は、本市の上位計画や、厚生労働省が示した水道ビジョンの政策課

題をふまえ、今世紀半ばごろまでの水道事業に関する長期的な方向性と、当面15年間の課題

解決に効果的な具体策を策定しています。この施策は八幡浜市の現状に配慮し、市民のニーズ

にも対応した水道の構築に向けて取組んでいく内容となっています。 

   なお、実施にあたっては、事業の効率化の検討や財政状況を勘案し、合理的な計画実行を目

指していきます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

≪目標年度≫ 

 ｢八幡浜市水道ビジョン｣は、国の施策目標や八幡浜市の他の計画と

の整合性、水需要の確実性及び施設整備の実現性などを考慮し、目標

年度は15年後の、平成36年度とします。 

この間、概ね５年ごとに目標の達成状況や実現方策の進捗状況を再

評価し、必要に応じて計画の見直しを行っていきます。 
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厚生労働省健康局水道課
水道ビジョン

八幡浜市上位計画等
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他の水道事業計画

南予水道企業団
水道用水供給ビジョン

水道ビジョン
策定委員会

ビジョンの検討
及び相互理解
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第２章 水道事業の概要 

 

222---１１１．．．八八八幡幡幡浜浜浜市市市ののの概概概要要要   

 

    本市は、愛媛県の西部、佐田岬半島の基部に位置しています。総面積は132.97Kｍ2で、

北は瀬戸内海に面し、東は大洲市に接し、南は西予市、西は伊方町と接しています。また豊

後水道をはさんで九州と対しています。海岸線はリアス式海岸を形成しており、急傾斜が海

岸までせり出した地形で平坦地が少なく、岬と入り江が交錯した風光明媚な景観をなしてい

ます。気候は、瀬戸内海と宇和海の2つの海に臨み、温暖な海洋性気候が中心です。東部や

山間部では、内陸性気候の影響を受けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内には国道 197 号と 378 号の２本の国道を幹線軸として隣接の市町とつながってい

ます。国道 378 号瞽女トンネルの開通により、市内の宇和島側と瀬戸内海側との交通が円

滑化されたほか、県都松山市への交通も飛躍的に改善されました。これに加えて県道八幡浜

保内線の須田トンネル開通、西予市宇和地区とつながる県道八幡浜宇和線笠置バイパスの整

備などにより、隣接都市との交通の便はさらに向上しています。また、将来的には、地域高

規格道路大洲八幡浜自動車道により、松山自動車道と接続します。 
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    本市は、四国の西の玄関口といわれ、四国と

九州を結ぶ海上交通の拠点都市であり、八幡浜

の港は古くから物資の集積港として、またトロ

ール漁業の基地として栄え、西日本有数の魚市

場を有しています。そのにぎわいと活力が商業

を起こし，「伊予の大阪」とも呼ばれる商業都市

「みなとまち・八幡浜」を作り出しました。 

もう一つの基幹産業である日本一の品質を誇

る「温州みかん」は、季節になると段々畑の斜

面をオレンジ一色に染めていきます。また、有力企業も立地しており、雇用の確保に役立っ

ていますが、さらなる企業誘致を図り、活力ある産業都市としての発展が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

本市では、古来から「風」をとらえた意欲的な取組みが行われてきました。「いま 共に育む 

進取のまちづくり 風とらえ 風おこす」という将来像を現実のものとできるように、より

戦略的な計画の推進を図り、総合的・計画的にまちづくりを進めています。 

 

四国の西の玄関口 

温州みかん 
魚市場水揚げ

模型飛行器

東洋紡績赤レンガ倉庫跡平家谷そうめん流し 

打瀬船 
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222---２２２．．．水水水道道道事事事業業業ののの概概概要要要   

 

 １）事業の沿革 

    旧八幡浜市上水道事業は、昭和５年４月に給水を開始した後拡張を続け、昭和６０年４月

には南予水道企業団から受水を開始して、それまでの渇水期の水不足が解消されました。 

平成７年４月の第７次拡張では計画給水人口は 35,000 人、また計画一日最大給水量は

22,060ｍ3／日となりました。 

    旧保内町は、昭和 28 年 4 月に磯崎簡易水道事業、また上水道事業は昭和 49 年 4 月に

給水を開始しました。昭和63年４月には、南予水道企業団から受水を開始し、その後拡張

を続け、平成４年３月の第６次拡張では計画給水人口は 10,640 人、計画一日最大給水量

は5,760ｍ3／日となりました。 

    また、簡易水道事業は、昭和30年頃に給水開始したものが多くあります。 

    平成 17年３月の市町合併に伴ない、旧八幡浜市上水道事業と旧保内町上水道事業が統合

して、八幡浜市上水道事業が創設されました。 

 

                     八幡浜市水道事業の沿革 

 旧八幡浜市上水道事業 旧保内町上水道事業 簡易水道事業 

昭和4年11月 水道事業創設認可  

昭和 5年４月 水道事業給水開始  

昭和 46年３月  水道事業創設認可 

昭和47年３月 
第4次拡張（Ｓ47.４～Ｓ51.３）
計画給水人口：38,000人 
計画一日最大給水量：17,980ｍ3/日

 

昭和 49年４月  水道事業給水開始 

昭和５２年11月  舟木谷簡水統合 

昭和58年3月 
第 6次拡張（Ｓ58.7～Ｓ60.３） 
計画給水人口：42,120人 

計画一日最大給水量：22,060ｍ3/日 
 

昭和 58年5月  
第 5次拡張（Ｓ58.7～Ｓ63.３）
計画給水人口：11,400人 

計画一日最大給水量：5,760ｍ3/日 

昭和 60年４月 南予水道(企)から受水開始  

昭和 63年４月  南予水道(企)から受水開始 

平成4年3月  

第６次拡張（Ｈ4,7～Ｈ5.2） 
計画給水人口：10,640人 

計画一日最大給水量：5,760ｍ3/日 
両家・枇肥谷簡水統合 

平成7年4月 

第７次拡張（Ｈ７.９～Ｈ12.３） 
計画給水人口：35,000人 

計画一日最大給水量：22,060ｍ3/日 
若山,布喜川,横平,国木、牛名、川舞
地区の上水道編入 

    

平成 17年3月 事業統合により廃止 事業統合により廃止 

平成17年３月 
合併による上水道事業統合 

計画給水人口：45,640人 
計画一日最大給水量：27,820ｍ3/日 

≪給水開始年月≫ 

昭和28年４月： 

磯崎 

昭和29年４月： 

日土、喜木津 

昭和29年12月： 

釜ノ倉 

昭和30年４月： 

矢野畑、広早 

昭和31年４月： 

古藪 

昭和39年４月： 

中津川 

昭和44年４月： 

今出 

昭和55年４月： 

梶谷岡 

平成２年４月： 

鼓尾 

平成21年４月： 

日土東北 
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２）給水人口と給水量 

     八幡浜市の給水人口は平成12年度に僅かに増加しましたが、その後は減少を続けてい

ます。合併後の平成20年度の給水人口は市全体で39,150人、上水道では36,375人

となりました。 

     給水量も減少しており、平成 20 年度の有収水量は、市全体で 12,020ｍ3／日（平成

11年度の 84.4％）上水道では 11,333ｍ3／日（平成 11年度の 83.8％）となり、ま

た平成20年度の一日最大給水量は、市全体で16,258ｍ3／日（平成11年度の79.8％）

上水道では15,443ｍ3／日（平成11年度の79.4％）となっています。 

 

 

 

            

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-8-



222---３３３．．．水水水道道道施施施設設設ののの状状状況況況   

 

 １）給水区域 

    八幡浜市水道事業の給水区域は、旧八幡浜市と旧保内町の市街地を中心とした上水道の給

水区域と、伊予灘沿岸や山間部に点在する簡易水道等小規模水道の給水区域です。小規模水

道の給水区域には、標高が 300ｍを超える区域（高野地，古谷，中津川など）も一部含ま

れます。 

     

  

日土北東簡易水道

榎野条例水道

磯崎簡易水道

夢永条例水道

峰条例水道

喜木津簡易水道

広早簡易水道 今出簡易水道

中当条例水道

神明条例水道

日土簡易水道

梶谷岡簡易水道

鼓尾簡易水道

上高野地条例水道

古谷共同給水施設

古藪簡易水道

田浪条例水道

矢野畑簡易水道

中津川簡易水道

谷条例水道
釜ノ倉簡易水道

八幡浜市上水道

簡易水道事業　 12事業

上水道事業　　　1事業

条例水道事業　　8事業

共同給水施設　　1事業

八幡浜市水道事業給水区域図
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２）水道施設の概要 

    旧八幡浜市の上水道は、自己水源である川之内浄水場水系、神山水源水系、川筋水源水系、

松柏水源水系、及び南予用水を受水する南予用水水系の水道施設があります。 

    川之内浄水場水系は、古藪水源地と田浪水源地で表流水を取水したあと川之内浄水場へ導

水し、緩速ろ過池で浄水した水を塩素消毒した後、南裏配水池や尾崎配水池などへ送水して

います。神山水源水系は、神山取水場の井戸や補助水源で取水した地下水を塩素消毒し、神

山配水池や国木・牛名配水池などへ送水しています。神山配水池からは川名津配水池を経て、

海底送水管で大島配水池にも送水しています。川筋水源水系は、川筋取水場の井戸や補助水

源で取水した地下水を塩素消毒した後、日の浦第1加圧ポンプ場へ送水し、神山水源系へも

送水しています。松柏水源水系は、松柏取水場の井戸や補助水源で取水した地下水を塩素消

毒し、愛宕第2配水池へ送水しています。また、南予用水水系は、南予水道企業団の八幡浜

浄水場から送られた水を、愛宕第3配水池と津羽井第1ポンプ場で受水しています。 

    旧保内町の上水道は、第２水源地と第3水源地で取水した地下水を山崎受水井へ送り、そ

こから低区配水池へ送水しています。第 3 水源地からは、高区第 2 配水池へも送水してい

ます。第４水源地で取水した地下水は、奥第 1 配水池や奥第 2 配水池へ送水しています。

また、南予水道企業団の八幡浜浄水場から送られた水を、低区配水池と高区第2配水池で受

水し、自己水源で不足する水量を補っています。 

    簡易水道等は、表流水や湧水などを取水し、浄水処理を行ったあと塩素消毒し、それぞれ

の給水区域へ給水しています。 

  

八幡浜市上水道給水区域図

川筋水源

水系

南予用水

水系

松柏水源

水系

川之内

浄水場水系

第３

水源

水系

第２,３

水源

水系

神山水源

水系

第４

水源

水系
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取水施設（休止・廃止施設を除く） H21年3月 現在

RC 井 1 S30 54 1

井 1 S41 43 2

井 1 S43 41 3

式 1 S48 36 4

式 1 S48 36 5

RC 井 1 S35 49 6

井 1 S41 43 7

RC 井 1 S49 35 8

井 1 S49 35 9

井 1 S53 31 10

GP 井 2 S48 36 11

RC 井 1 S49 35 12

RC 井 1 S49 35 13

浄水施設（休止・廃止施設及び滅菌のみの施設を除く） H21年3月 現在

1

FRP 機 1 H11 10

RC 池 1 S48 36

RC 池 3 S48 36

台 2 H12 9

棟 1 S48 36管理室

160.0m2

数量施設等の規模と構造

緩速ろ過池

着水池 39.0m3

　22.8ml/min　　2台滅菌器

上向式ろ過池 80m3/h

名称 単位 番号
施工
年度
経過
年数

【川之内浄水場】

φ4000*7.50h

φ300*22.0h

φ4000*14.2h

番号単位 数量
施工
年度
経過
年数

浅井戸・深井戸

【第４水源井】

深井戸

深井戸

浅井戸・深井戸

【神山第２補助水源】

【松柏第１補助水源】 深井戸

φ1000*6.0h・φ300*30.0h

φ300*35.0h

φ300*31.0h

φ4000*7.95h

φ300*50.0h

φ5000*10.0h・φ300*40.0h

φ300*22.0h

φ300*25.0h

施設等の規模と構造

【川筋取水場】

【第２水源井】

【第３水源井】

名　　　称

【古藪水源】 ダム

浅井戸

【松柏取水場】 浅井戸

【神山第１補助水源】 深井戸

【川筋第１補助水源】 深井戸

【神山取水場】

【田浪水源】 取水堰

浅井戸

【松柏第２補助水源】 深井戸
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送水施設（休止・廃止施設を除く） H21年3月 現在

RC 池 1 1

加圧ポンプ φ65*18.5kw 台 2

RC 池 1 2

加圧ポンプ φ65*15.0kw 台 2

RC 池 1 3

加圧ポンプ φ40*5.5kw 台 2

RC 池 1 4

加圧ポンプ φ100*15.0kw 台 1

加圧ポンプ φ80*18.5kw 台 1

RC 池 1 5

加圧ポンプ φ65*5.5kw 台 2

RC 池 1 6

加圧ポンプ φ100*37.0kw 台 4

RC 池 1 7

加圧ポンプ φ80*22.0kw 台 2

加圧ポンプ φ50*5.5kw 台 2 8

RC 池 1 9

加圧ポンプ φ40*5.5kw 台 2

RC 池 1 10

加圧ポンプ φ40*5.5kw 台 2

加圧ポンプ φ40*2.2kw 台 2 11

加圧ポンプ φ40*11kw 台 2 12

RC 池 1 13

加圧ポンプ φ32*1.5kw 台 2

RC 池 1 14

加圧ポンプ φ40*7.5kw 台 2

加圧ポンプ φ40*7.5kw 台 2 15

RC 池 1 16

加圧ポンプ φ40*1.5kw 台 2

加圧ポンプ φ32*3.7kw 台 2 17

RC 池 1 18

加圧ポンプ φ150*55kw 台 2

RC 池 1 19

加圧ポンプ φ40*11kw 台 2

RC 池 1 20

加圧ポンプ φ32*5.5kw 台 2

加圧ポンプ φ32*3.7kw 台 2

RC 池 1 21

加圧ポンプ φ40*5.5kw 台 2

RC 池 1 22

加圧ポンプ φ40*3.7kw 台 2

加圧ポンプ φ25*2.2kw 台 2 23

加圧ポンプ φ25*2.2kw 台 2 24

加圧ポンプ φ50*11kw 台 2 25

H12

H12

【国木・牛名第２加圧ﾎﾟﾝﾌﾟ場】 ポンプ井 20.0m3 H12

H10

H8

【八代団地ポンプ場】 ポンプ井 14.5m3 S57

H10

H10

【川之内浄水場】 H12

H16

H9

【川之内第2配水池】 H13

H9

【県営入寺住宅揚水ポンプ場】 H1

H9

【大下配水池】 H9

H18

H17

【西之河内受水井】 受水井 8.0m3 S47

H15

H15

H15

【両家受水井】 受水井 14.4m3 H15

【枇杷谷低区配水池】 H5

H19

【奥第１配水池】 H17

【両家低区配水池】 H5

S60

14

13

14

10

24

5

24

H16

H11

【国木・牛名第１加圧ﾎﾟﾝﾌﾟ場】 20.0m3

名　　　　称
施工
年度

ポンプ井

施設等の規模と構造 単位 数量

4

9

34

13

27

11

11

33

11

27

21

2

16

16

S60

【真網代ポンプ場】 ポンプ井 45.0m3 S51

【横平ポンプ場】

H7

H7

【日の浦第１加圧ﾎﾟﾝﾌﾟ場】 ポンプ井 95.0m3

【津羽井第2ポンプ場】 ポンプ井 10.0m3

【津羽井第1ポンプ場】 ポンプ井 10.9m3

6

【横畑ポンプ場】 ポンプ井 3.4m3 S60

【大下ポンプ場】 ポンプ井 12.0m3 S53

21

6

6

6

36

4

37

3

【磯岡受水井】 受水井 6.4m3 S63

31

12

12

【両枇受水井】 受水井 6.0m3 S63

24

12

20

【山崎受水井】 受水井 250.0m3 S48

番号

【稲ヶ市ポンプ場】 8.0m3 S60ポンプ井

5

9

8

24

12

【野中・水之元ポンプ場】 ポンプ井 40.0m3 S50

S57

施工
年度

9

9

9

H12

【日の浦第2加圧ﾎﾟﾝﾌﾟ場】 ポンプ井 95.0m3 H8
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配水施設（休止・廃止施設を除く） H21年3月 現在

PC 池 1 1

RC 池 1 2

RC 池 1 3

RC 池 1 4

RC 池 1 5

RC 池 1 6

RC 池 1 7

RC 池 1 8

RC 池 1 9

RC 池 1 10

RC 池 1 11

池 1 12

池 1 13

RC 池 1 14

RC 池 1 15

RC 池 1 16

RC 池 1 17

RC 池 1 18

RC 池 1 19

RC 池 1 20

池 1 21

RC 池 1 22

RC 池 1 23

RC 池 1 24

RC 池 1 25

RC 池 1 26

RC 池 1 27

RC 池 1 28

RC 池 1 29

PC 池 1 30

RC 池 1 31

RC 池 1 32

RC 池 1 33

RC 池 1 34

RC 池 1 35

池 1 36

RC 池 1 37

RC 池 1 38

RC 池 1 39

管路 H21年3月 現在

　PC  900.0m3　緊急遮断弁　1基

　PC  3000.0m3　緊急遮断弁　1基

　PC  100.0m3　緊急遮断弁　2基

　RC  315.0m3　緊急遮断弁　1基

25.0m3

50.0m3

500.0m3

1730.0m3

890.0m3

81.0m3

21

21

16

16

16

16

49

38

36

36

8

24

53

44

55

24

36

9

11

22

39

77

12

10

11

22

33

33

13

9

22

35

経過
年数

35

9

34

43

36

34

40

S63

S63

S49

S62

S31

S40

S35

S48

S46

S48

H12

H13

S60

S45

S7

S29

S60

H10

S62

H10

S62

H8

H12

H9

H11

S50

S44

S51

S51

番号

19.0m3

31.0m3

30.0m3

施工
年度

S49

H12

S50

S48

S41

54.0m3

15.0m3

240.0m3

200.0m3

名称 施設等の規模と構造 単位 数量

【奥第２配水池】

37.5m3

1200.0m3

40.0m3

【高区第２配水池】

【磯岡配水池】

【枇杷谷高区配水池】

【奥第１配水池】

【両家低区配水池】

【両家高区配水池】

S48

59.0m3

33.0m3

17.0m3

H5

H5

H5

H5

100.0m3

1200.0m3

255.0m3

9.6m3

60.0m3

62.0m3

18.0m3

15.0m3

52.0m3

100.0m3

【大島配水池】

【枇杷谷低区配水池】

【稲ヶ市配水池】

【西之河内配水池】

【愛宕第１配水池】

【愛宕第２配水池】

【愛宕第３配水池】

【川之内配水池】

【川之内第2配水池】

【横畑配水池】

45.0m3

【低区配水池】

240.0m3

300.0m3

300.0m3

150.0m3

75.0m3【横平配水池】

【布喜川高区配水池】

【布喜川低区第１配水池】

【八代団地配水池】

【末広配水池】

【真網代配水池】

【穴井配水池】

【日の浦団地配水池】

【川舞配水池】

【環境センター配水池】

【若山配水池】

【尾崎配水池】

【川名津配水池】

【神山配水池】

【国木・牛名配水池】

【野中配水池】

【鯛引配水池】

【大下配水池】

【布喜川低区第２配水池】

【津羽井配水池】

【南裏配水池】

144,061.0

計 224,053.0 0.0 26,014.0 198,039.0

配水 170,075.0 0.0 26,014.0

2,513.0

送水 51,465.0 0.0 0.0 51,465.0

導水 2,513.0 0.0 0.0

区分 延長（ｍ）
管路の経年化別延長（ｍ）

60年以上 40～60年 40年未満
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※原水種類･･･湧：湧水，表：表流水，深：深井戸，浅：浅井戸，分：上水からの分水 

浄水種類･･･緩：緩速ろ過方式，膜：膜ろ過方式，無：原水滅菌のみ 

 

 ●簡易水道等の水道施設 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

●簡易水道事業一覧表 
H20現在

共同給水

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 A B C D E F G H I

日土 釜ノ倉 矢野畑 古藪 中津川 今出 梶谷岡 磯崎 広早 喜木津 鼓尾 日土東北 榎野 中当 上高野地 夢永 峰 谷 神明 田浪 古谷

S55 H19 S29 S30 S38 S43 S54 S63 S63 S63 H1 H15 H14 S63 H14

S28 S29 S29 S30 S38 S43 S54 S57 S57 S59 H2 H21 S38 S39 S40 S57 S59 H17 S49 S34 S49

S45 S63 S63 H14 S63

S56

給水人口 人 1,350 130 260 140 400 170 130 480 114 119 132 590 100 94 70 60 59 88 52 100 38

１日平均給水量 m3/日 29 17 43 147 43 64 40 223 10 9 56 16 35 5

１日最大給水量 m3/日 332 36 23 33 60 26 59 184 53 79 50 371 15 14 11 70 22 48 8 15 6

１日平均取水量 m3/日

１日最大取水量 m3/日 365 36 25 36 66 29 65 203 59 87 55 415 15 14 11 70 24 53 8 15 6

給水人口 人 722 129 28 28 195 98 90 315 87 99 80 375 17 124 24 160 41 75 11 43 34

１日平均給水量 m3/日 214 27 6 6 46 22 18 95 21 33 9 80 4 22 6 54 9 14 2 9 7

１日最大給水量 m3/日 234 32 7 7 52 23 21 113 24 38 11 92 5 27 7 65 11 23 3 12 8

１日平均取水量 m3/日 215 27 6 6 47 22 19 96 21 34 9 80 4 22 6 53 9 14 2 9 7

１日最大取水量 m3/日

湧・深 湧・分 表 表 表 表 深 表 表 表 表 浅 表 表 湧 分 表 湧 湧 湧 表

無 無 緩 緩 緩 緩 無 緩 緩 緩 緩 膜 緩 緩 無 無 緩 膜 緩 無 緩

原水種類

記号

簡易水道 条例水道

浄水種類

事業区分

名称

認可・申請年度

現
状

計
画
時

竣工年度
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第３章 現状と課題 

 

  八幡浜市の水道は老朽化した施設が多く残されており、水道事業を継続していくには、計画

的に施設を更新していく必要があります。また災害時にも生活に必要な水を供給するには、施

設の耐震化を進めることも重要です。 

水需要が減少していく中でこれらの事業を行っていくためには、施設の統廃合も含めた水

道施設の整備を図りながら財政の健全化を進め、将来にわたって安全な水を利用者に供給して

いくことが求められます。 

 

 

安　定
　①老朽化施設の更新
　②施設の耐震性の強化
　③応急給水体制整備
　④危機管理体制の整備
　⑤簡易水道統合による経営基盤
　　の強化

安心・安全
　①クリプトスポリジウム対策
　②川之内浄水場の濁度対策
　③水質管理の強化
　④直接給水システムの普及
　⑤鉛製給水管の布設替え

持　続
　①財政の健全化
　②組織体制の強化
　③広域監視体制の整備
　④技術の継承と発展
　⑤利用者サービスの向上

環　境
　①自然環境に負荷をかけない浄
　　水処理施設
　②施設の統廃合などによる省エ
　　ネルギー対策
　③老朽化施設の更新による有効
　　率の向上

八幡浜市
水道事業

現状と課題
『安心・安全』『安定』
『持続』『環境』
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３３３---１１１．．．水水水需需需要要要ののの見見見通通通ししし   

 

１）給水区域 

 八幡浜市の給水区域は、市の中心部の上水 

道区域と、山間部などに点在する簡易水道等 

区域です。 

 また、市の未給水人口は約７００人であり、

その主な地区は野地地区及び高野地地区等が

あります。これらの地区は、従来からの水道事

業の認可を受けていない、いずれの事業にも属

さない地区であり、地区内で給水施設の自主的

な管理・運営がなされているため、市の水道事

業では当面未給水地の解消事業の予定はあり

ません。ただし、安全・安心な水の確保のため

必要な支援は行っていく予定です。 

 

 

２）給水人口・給水量 

 八幡浜市の人口動態実績は、少子高齢化による自然減と市外への人口流出により、減少傾向を示

しています。 

将来人口については、市の総合計画推計値との整合を図り推計を行った結果、平成２０年度末の

人口は３９,９０２人ですが、目標年度の平成３６年には３０,７７０人となり、７７.１％に減少す

る見込みです。 

 給水人口も同様に推移し、上水道では２８,１１０人（平成２０年度末の７７.３％）、市全体でも

３０,２１６人（同７７.２％）に減少すると予想されます。 

 有収水量は、上水道では１０,２０８ｍ3／日（同９０.２％）、市全体でも１０,７４３ｍ3／日（同

８９.５％）に、また一日最大給水量は、上水道では１３,５３２ｍ3／日（同８７.６％）、市全体で

も１４,２４７ｍ3／日（同８７.６％）に減少するものと予想されます。 

  

 

   

野地地区

高野地地区
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給水人口と給水量(有収水量)の推移

10,743
11,29811,85012,41012,022

14,032 13,645

30,770

33,080

44,612
42,323

39,902

37,700
35,390

30,216
32,473

43,713
41,876

39,150
36,998

34,715

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

H12年 H16年 H20年 H24年 H28年 H32年 H36年

実　　績 推　　計

人
口
（
人
）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

給
水
量
(m
3/
日
)

有収水量 ｍ3/日 行政区域内人口 給水人口

実　　績 推　　計

※給水人口 

  給水区域内に住み、水道により給水を受けている人口。 

※有収水量 

  料金徴収の対象となる水量。（無収水量とは、公園用水や公衆便所用水、消防用水など

のうち料金収入がない水量） 
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３３３---２２２．．．「「「安安安心心心・・・安安安全全全」」」   安安安全全全ででで快快快適適適ななな水水水ののの供供供給給給   

 

１）水源水質の状況 

    本市の水源は地下水を主としており、これらの水質は比較的清浄な状況にあるため、これ

まで塩素消毒のみの浄水処理で給水を行ってきました。しかし、塩素滅菌で処理できないク

リプトスポリジウム（耐塩素性病原生物）等の感染症について、厚生労働省より対策指針が

示されており、今後の施設更新時には浄水処理施設の整備や原水及びろ過水の濁度監視強化

についての検討が必要となってきます。 

    また、表流水を水源とする川之内浄水場は、通常は緩速ろ過池で十分処理できますが、降

雨時には濁度が上昇するため、ろ過砂の目詰まりが起きることがあります。このため、原水

の濁度が上昇すると取水を停止し、バルブ操作により配水区を切替え、他の配水区から給水

を行なうなど、施設の複雑な運転管理に課題をかかえています。 

 

２）浄水処理状況 

    地下水を水源とする水道では、塩素消毒のみを行う簡易な施設となっています。一方、表

流水を水源とする川之内浄水場では、前ろ過施設で濁度を低減させた後に、さらに緩速ろ過

池でろ過を行っています。 

近年、水道水に対する利用者のニーズが多様化・高度化し、水質に対する関心の高まりや、

安全で信頼できるおいしい水の供給が望まれています。このため、塩素消毒のみの施設に対

してもクリプト対策施設を設置し、更に川之内浄水場に対しては原水の高濁時にも対応でき

る施設を整備することも課題となっています。 

 

３）水質基準の適合状況 

    毎年水質検査計画を策定し、水道水が水質基準に適合していることを確認するために、市

内の13ヶ所の給水栓で定期的に水質検査を行っています。 

    現在、全ての水質項目で水質基準に適合しており、安全な水を給水していますが、今後も

一層の水質管理を強化していく必要があります。 

 

４）直結給水システム 

給水区域内の配水管内で水圧を確保できる箇所については、3階まで直送する直結給水シ

ステムの導入を推進しています。近年、3階建ての住宅も普及しはじめており、直結給水に

必要な配水管内の水圧を確保できる区域を拡大するため、配水区域の見直しと配水管網の整

備が課題となっています。 

  

５）鉛製給水管の更新 

    現在、給水管はポリエチレン管を使用しており、鉛製給水管は水質の安全性から使用して

いません。しかし、以前は鉛製給水管を使用していたため、まだ当時の管が一部で残ってい

るところがあります。今後は、漏水修理や新規開栓申請時に合わせて鉛製給水管を随時撤去

し、より安全なポリエチレン管に更新していく必要があります。 
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       ≪安全で快適な水の供給を行っていくための課題≫ 
 

①．ろ過池のない水道にクリプトスポリジウム対策 

②．川之内浄水場の濁度対策 

③．水質管理の強化 

④．３階まで直送する直結給水システムの普及 

⑤．鉛製給水管の布設替え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課 題 

-22-



３３３---３３３．．．「「「安安安定定定」」」   安安安定定定しししたたた事事事業業業運運運営営営   

 

 １）水需要と供給能力 

    八幡浜市では、ほとんどの区域に給水しており、給水区域内の人口は約 39,200 人で水

道の普及率は99.9％です。 

    本市の水源は、地下水を取水するものが多く、表流水と比べて天候や季節に左右されるこ

となく、安定した水量の確保ができます。しかし、既存水源の中には取水能力が低下し、補

助水源の開発などにより取水量を確保している水源もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    水道水を貯留する配水池は、通常おこなう給水の時間的な変動を吸収し、また、地震など

の災害時における緊急給水拠点としての役割や、不測の事故発生時における断水回避・軽減

などの役割があります。一般的に配水池の容量は、その配水池が負担する計画一日最大給水

量の12時間分以上を標準として整備することが望ましいとされています。 

 本市の配水池の滞留時間は、上水道及び簡易水道を合わせて1.1 日分の能力があり、安定

した配水運用が可能といえます。 

 一方で、地震発生後においても、給水への被害を極力小さくするために、既設配水池の耐

震性評価に基づく補強が課題となっています。 

 

 

 

２）老朽化施設と更新状況 

    本市の水道は、水源や浄水場、送水施設、配水施設などに多数の施設がありますが、その

多くの施設で老朽化が進み、15 年後には半数以上の施設が法定耐用年数を超える見込みで

す。 
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また管路の総延長は約224ｋｍですが、このうち約26ｋｍが法定耐用年数を超えていま

す。老朽管からの漏水も多く、漏水調査を計画的に実施して漏水位置の特定・漏水原因の把

握に努め、老朽施設については、今後、効率的かつ計画的に更新していくことが課題となっ

ています。 

 

                八幡浜市の管路延長（単位：km） 

種 別 上水道 簡易水道等 （計） 

導水管 2.5 12.３ 14.8 

送水管 51.5 3.6 55.1 

配水管 170.1 53.３ 223.4 

（計） 224.1 69.２ 293.3 

 

 

 

 

－愛宕第２配水池－ 

－山崎受水井 ポンプ室－ 
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３）施設の耐震化 

    厚生労働省では平成9年に水道施設の設計指針が更新され、水道施設の重要度に応じ想定

される地震動レベルを設定し、水道施設が備えるべき耐震性能が明確化されました。また、

平成 16 年度に策定した「水道ビジョン」にも、「浄水場や配水池などの基幹的施設の耐震

化率を100%にする」という目標が掲げられています。 

    本市の地震対策整備の課題として、ハード面では、水道施設の耐震化による被害の抑制と、

送水系統などバックアップ機能の強化による給水への影響の最小化に向けた施設整備が課

題となっています。 

ソフト面では、地震発生直後の正確で迅速な情報収集と連絡体制の確立が重要であり、地

震災害の復旧時は、他の機関（消防や他の水道事業など）との連携を図り、応急給水の実施

－老朽管内部－－愛宕第２配水池の配水管ピット内－ 
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や、効率的な復旧に必要な人員や資機材の確保について明記した、危機管理マニュアルの整

備が課題となっています。 

 

４）応急給水体制 

地震などの災害により施設や管路が被害を受けた場合にも、利用者に生活用水を給水する

ことが重要です。 

    配水池に緊急遮断弁を設置し、地震などにより管路が破損した場合にも配水池から水の流

出を防ぎ、応急給水のために貯水できる構造とすることが必要です。     

また、給水拠点には地下タンクや給水装置を設置し、給水タンク付給水車を増やすなど、

応急給水体制の整備が求められます。 

 

 ５）危機管理体制 

水道事業には、地震や火災などの災害や、水質事故、テロなど非常事態発生時においても、

生命や生活のための｢水｣が求められています。水道施設がその機能を失った場合、水道事業

者は、緊急措置、応急給水、応急復旧などを、計画的かつ効率的に実施することが重要です。

このため、本市においても、基幹的な水道施設の安全性を高めるとともに、被災した場合に

も，速やかに復旧できるように、災害時における協力体制を結んでいる関係団体や防災担当

課、自主防災組織等の住民団体との組織体制の連携を図り、また不測の事故などに備え、水

道施設の電源復旧設備の設置及び監視体制の強化や危機管理マニュアルの整備が課題とな

っています。 
 

６）簡易水道統合 

本市には簡易水道等の小規模水道が２１事業あり、山間部などに施設が点在しているため、

維持管理に多くの労力を要しています。また、市管理が困難であるため、地元の組合に自主

管理委託している水道もあります。これらの水道では、人口の減少や高齢化により、水道施

設管理がますます困難な状況となっています。 

今後、簡易水道等の施設の統廃合を進め、また経営の統合を行うことで経営基盤を強化し、

安定給水に向けた取組みを進めていくことが必要です。 

     

 

 

≪安定した事業運営を行っていくための課題≫ 
 

①．老朽化施設の更新 

②．施設の耐震性の強化 

③．応急給水体制の整備 

④．危機管理体制の整備 

⑤．簡易水道統合による経営基盤の強化 

   

課 題
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３３３---４４４．．．「「「持持持続続続」」」   いいいつつつでででももも使使使えええるるる水水水ののの供供供給給給及及及びびび維維維持持持管管管理理理体体体制制制ののの状状状況況況   

 

 １）経営，財務状況 

   八幡浜市上水道は、平成 17 年の「上下水道使用料等検討委員会」で料金改定作業を行い、

平成19年度には改定を実施しました。しかし、給水収益については、人口減少の影響を受け、

収益の増加は見込めない状況です。 

   本市の料金制度は、水を多く使う程高くなる用途別料金体系の逓増制をとっていますが、今

後は、少子高齢化や核家族化などの需要構造の変化などを踏まえ、水道施設の更新・再構築に

要する経費の確保など、必要経費に基づく受益者負担原則の徹底と料金体系の見直しなどを検

討していく必要があります。また、南予水道企業団からの受水費用については、供給側の企業

団に対して基本水量や供給単価の見直しを協議し、経費節減についても検討する必要がありま

す。 

    

  ≪収益的収支≫ 

 収益的収支とは、水道水をつくり家庭に届けるための費用と、利用者から支払っていただ

く水道料金収入等で成り立っています。この費用とは、人件費、減価償却費、支払利息、物

件費などです。 

 現行料金は平成19年度に改定を行っており、しばらくの間は黒字で推移しますが、現行料

金のままで料金据置とした場合、平成26年度には単年度収支、累積収支ともに赤字となる見

込みです。料金収入に対する資本費の割合は平成21年度で35％ですが、平成36年度には

50％程度まで上昇する見込みです。 
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本市の水道料金は用途別料金体系で、基本料金と従量料金の合計で算出しています。 

   基本料金とは、取付メーターの口径の大きさによって決まり、使用水量にかかわらずいただ

く料金です。一方、従量料金は使用水量に応じてかかる料金で、限られた水資源を有効に利用

するために、使用水量が多くなるほど１ｍ3 あたりの単価が高くなる逓増型の料金体系となっ

ています。 

また簡易水道等の料金は、地区によって料金が異なります。 

 

1ヶ月当りの水道料金（家庭用）           （単位：円） 

 事  業  名 10ｍ3 20ｍ3 

 
上  水  道 １，２８０ ２，５８０

磯崎簡水、広原簡水、喜木津簡水 ７９０ １，３５４

峰条例 ７９５ １，３５６

鼓尾簡水、夢永条例 １，２８０ ２，０９５

日土東北簡水 １，４７０ ２，８７０

市

管

理 

谷条例 １，５７０ ３，１４０

中当条例、上高野地条例、田浪条例 ４１７ ４１７

日土簡水、榎野条例 ５００ ５００

釜ノ倉簡水 ６５０ ６５０

今出簡水 ７００ ７００

矢野畑簡水、古藪簡水、中津川簡水、 

梶谷岡簡水、神明条例 
１，０００ １，０００

簡

易

水

道

等 地

元

組

合

管

理 

古谷条例 １，０８３ １，０８３

※上表の水道料金は、1ヶ月当りの一般家庭用（口径13mm）の基本料金＋従量料金を示しています。 
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  ２）組織体制 

    本市の水道は、｢八幡浜市公営企業（上水道）職員定数条例｣の定数20名に対して、現在

は、職員数15名（嘱託含む）と簡易水道担当2名も含めて計17名で、庶務、業務、工務、

水源、簡易水道などの業務を行っています。 

 浄水場などの施設の運転管理は直営で行っており、一部専門分野の保守点検については個

別委託をしている状況です。直営での維持管理には、専門技術者の配置やマニュアルの作成、

職員の研修など費用と時間が必要となります。本市の水道事業は急峻な地形のため多くの送

配水施設が広範囲に点在し、管理が複雑になっており、また運転・管理システムの導入など

で、技術の高度化に伴う、より専門的な知識が求められる中で、水道施設全体の機能を十分

に発揮させ続けるには、より充実した維持管理体制の整備が不可欠です。 

ライフラインである「命の水」を預かる事業者として、今後、直営の長所と短所を見極め

ながら、第三者委託制度等の導入についても検討する必要があります。 
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組織事務所掌・人員配置・経験年数等の状況

(八幡浜市水道課の組織・業務内容）
　　　　平成２２年４月１日現在

課　長 課長補佐 係　長 主　幹 専門員 主　査 主　事 嘱　託 臨　時
合　計
（ 人 ）

1 5 2 3 1 2 1 1 1 17

条例での定数20人、内実定員17人（簡易水道2人含む）

課　　長

課長補佐

課長補佐

課長補佐

課長補佐

課長補佐

庶務係長 主　　幹

業務第１
係　長

主　　幹

主　　幹

主　　事

臨時職員

主　　査

専 門 員

嘱託職員

業務第２
係　長

主　　査

工務第１
係　長

工務第２
係　長

水源係長

簡易水道
係　長

経験年数3年

経験年数1年

経験年数19年

経験年数9年

経験年数3年

経験年数3年

補佐兼務

補佐兼務

補佐兼務

補佐兼務

補佐兼務

経験年数1年

経験年数4年

経験年数8年

経験年数1年

経験年数4年

経験年数1年

経験年数1年

経験年数3年

経験年数7年

経験年数3年経験年数1年

　【業務内容】
　・職員給与関連
　・条例、規則等及び告示
　・工事等の契約関連
　・委託料・手数料支払関連
　・外部団体との事務処理
　・文書の発送・収受関連

【作成書類】
･出勤簿
・人事給与関係綴
・工事請負契約書綴
・宿直日誌
・工事台帳　等

　【業務内容】－業務第１,２
　・給水の開栓、閉栓、他
　・給水台帳の整備
　・水道料金関連
　・検針関連
　・使用水量関連
　・量水器の取替関連　等

【作成書類】
・開栓届綴
・閉栓届綴
・名義変更届綴
・用途変更届綴
・量水器取替伝票綴
・個人別調定簿綴
・水道料金口座振替申込書綴
・使用水量チェックリスト綴
・口座振替金融機関集計表綴
・水道料金集計表綴
・集金日報綴　等

　【業務内容】－工務第２
　・上水道事業計画・設計・監理
　・認可・補助金申請
　・給水装置の設計・工事検査
　・工事材料の使用・管理
　・消火栓の設置・管理
　・給水装置の申請対応・取替

　【業務内容】－工務第１
　・上水道施設の維持・管理
　・給水装置工事業者関連
　・給水装置の修繕関連
　・工事車両、機械、工具等の管理

【作成書類】
・工事設計書
・流末装置施工承認書綴
・道路占用許可申請書
・道路占用指令書
・河川占用許可申請書
・河川占用指令書
・道路掘削願
・給水装置工事申請書　等

　【業務内容】
　・水源の維持管理
　・浄水場管理
　・ポンプの運転監視、管理
　・配水池の監視、管理
　・水質検査
　・水源開発、調査、照会

【作成書類】
・運転日誌
・揚水量日報
・残留塩素測定表
・水質試験成績表

　【業務内容】
　・簡易水道計画業務
　・会計等
　・各種事務処理
　・水質検査
　・巡視、管理、指導、報告
　（条例水道等を含む）

【作成書類】
･簡易水道台帳
・歳入歳出執行整理簿
・簡易水道関係書類

（工務第１）

（業務）

（庶務）

（工務第２）

(水源・簡水)
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３）広域監視体制 

    八幡浜市水道事業の広域監視は、上水道の監視・記録を行っています。一方、簡易水道等

の小規模水道については広域監視設備がなく、水道施設の運転状況を点検・監視するために、

直接個々の現場まで出かけていく必要があります。簡易水道等の小規模水道施設は各地に点

在しており、また管理用道路がない施設も多く、多大な時間と労力を要します。 

    水道事業には、地震や水質事故などの非常時にも、生命や生活のための「水」が求められ

ています。このためにも、基幹的な水道施設の安全性を高めるとともに、被災した場合にも、

速やかに復旧できる体制を確保しなければなりません。          

 

 ４）技術の継承と発展 

    多様化・高度化する水道の諸課題に的確に対応していくとともに、現在の給水サービス水

準を確保し、向上させるためには、水道施設の運営に関する専門的な意識や経験を有する技

術者を継続的に育成し、十分な人材を確保していくことが、極めて重要になってきています。 

     しかしながら、昨今は、市行政内部における人事交流により、技術職員の移動が定例と

なっているため、新たに技術者を育成せざるをえない状況にあり、経験豊富なノウハウを

有する水道課生え抜きの職員が皆無に近い現状を考えたとき、蓄積されてきた水道技術を、

いかに継承していくかは大きな課題です。 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）利用者サービスの状況 

   水道料金の支払方法は、水道課窓口や、金融機関窓口及び口座振替を実施しています。 

   利用者の利便性向上をめざして、コンビニエンスストアでの収納手続きなどにより一層の

簡素化を進め、利用者のニーズにあった水道サービスの向上に努める必要があります。 

また、現在広報誌や市のホームページにより、広報活動をおこなっていますが、いつでも

安心・安全で安定した給水や水道サービスをお客様にお届けするために、今後もお客さまに

対して、水道事業に関する情報を積極的に提供して行く必要があります。 

   

 

-31-



 

 

 

≪いつでも使える水の供給を行っていくための課題≫ 
 

①．財政の健全化（水道料金の適正化） 

②．組織体制の強化 

③．広域監視体制の整備 

④．技術の継承と発展 

⑤．利用者サービスの向上 

 

 

 

 

課 題 
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３３３---５５５．．．「「「環環環境境境」」」   環環環境境境対対対策策策   

 

 １）省エネルギー対策の状況 

    全国の多くの水道事業体は、大量の薬品を使用して浄水処理を行っており、このため汚泥

などの廃棄物が発生しています。これに対して本市の水道は、井戸水を水源とする水道では

塩素消毒のみで給水しているため、自然環境に負荷をかけない水道施設といえます。 

また表流水を水源とする水道においても、緩速ろ過池で浄水処理を行っています。緩速ろ

過池は薬品を使用せずに、ろ過池に敷き詰めた砂層と、その砂層表面に増殖した微生物群に

よって水中の濁質などを補捉する、自然現象に近い施設です。 

    一方で、本市の水道は山間地域まで給水を行っており、このために加圧ポンプ設備が多数

設置されており、他の水道と比べて電力消費量が多くなってます。水道事業ガイドラインに

よると、本市の平成 20 年度の配水量１ｍ3あたりの電力消費量は 0.49kwh であり、全国

の水道事業体の平均と0.44kwh比べてやや高い値となっています。 

   

２）有効率の状況 

    本市の水道事業の有効率は、平成 20 年度で 86.0％であり、全国の水道事業体の平均値

92.9％と比べて低い値となっています。本市は老朽化した水道施設が多く、配水管からの

漏水も多く、浄水処理した水の損失によるエネルギーロスとともに、道路陥没など２次災害

を招く恐れもあります。 

     

 

 

 

 

 

 

 

≪環境への影響を低減する水道事業を行っていくための課題≫ 
 

①．自然環境に負荷をかけない浄水処理施設 

②．施設の統廃合などによる省エネルギー対策 

③．老朽化施設の更新による有効率の向上 

課 題 

※有効率 

 水道施設及び給水装置を通して給水される水量が有効と見られる水量を有効水量

といい、これを給水量で除したもの（％）。 
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３３３---６６６．．．アアアンンンケケケーーートトト調調調査査査結結結果果果   

 

   八幡浜市では、本市の水道事業に関する水道利用者の、意識・ニーズを分析し、今後の 

  水道事業の施策推進の基礎資料とすることを目的に、平成21年 10月から11月にかけてア

ンケートを実施しました。 

   アンケートの配布は、無作為に選定した 1,105 件に対して送付し、回収したのは 603 件

で、54.6％の回収率です。 

 

１）アンケートの質問内容 

 

   アンケートは、次の項目について質問しています。 

 

アンケートの質問内容 

 

項   目 質  問  の  目  的 

①．水道の意義について 水道利用者の立場からの、水道の立場（意義）への意識を調査・把握するた

めの質問です。 

②．水道水について 水道利用者の立場からの、水道の安全・安定供給に対する意識を調査・把握

するための質問です。 

③．窓口や広報サービス・その他に

ついて 

水道利用者の立場からの、水道事業サービスのあり方に関する意見を調査・

把握するための質問です。 

④．水道料金について 水道利用者の立場からの、水道料金の算定基準・料金に関する意識や意見を

調査・把握するための質問です。 

⑤．今後の水道事業のあり方につい

て 

水道利用者の立場からの、今後、水道事業の目指すものへの意識を調査・把

握するための質問です。 

⑥．水道水の利用実態調査 水道利用者の立場からの、現状の水道利用実態を調査・把握するための質問

です。 

⑦．あなたご自身について どの水道事業利用者の意見であるか判別し、性別・年齢別等の意識調査とす

るための質問です。 
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 ２）アンケート結果

　　②．水道水について

　　③．住民サービスについて

　　④．水道料金について

　　⑤．水道事業のあり方について

　　⑥．水道水の利用について

　水道水の利用については、風呂の残り湯の利用や、洗濯・歯磨き方法の工夫、また食

器洗い機の使用など、様々な節水対策が行われています。

水道にとって何が最も重要かとの問に対しては、｢安全な水｣であることが88.6％と

最も多く、安全への関心の高さが伺えます。

水質に対しては、｢安心している｣と｢どちらかといえば安心している｣を合わせると、

85.9％になります。一方で、飲料水として｢水道水をそのまま飲む｣利用者は38.5％で

すが、最近の水道に対するイメージの傾向から｢一度沸かして飲む｣｢浄水器を通して飲

む｣などにより水道水を飲む利用者は48.2％になっており、より安全でおいしい水への

関心が高くなっていると思われます。

また、今のままの水道でいいかの問に対してですが、水質面では81.2％の利用者が

今のままでよいと答えています。しかし、災害に対しては32.5％の利用者が、水道料

金を値上げしてでも災害に強くすべきだと回答しており、環境問題についても、

16.6％の利用者が水道料金を値上げしてでも、太陽光発電など環境に配慮すべきと回

答していることから、今後の災害対策や環境への対応が求められています。水の出具合

については、出が悪いと回答した利用者は11.1％であり，水圧が不足している区域が

一部あると判断されるため、今後の調査、対策が必要となります。

　水道が、ライフラインの中で最も重要と考える利用者は83.5％で最も多く、２番目

に重要と考える利用者とあわせると96.1％になります。

　電話や窓口などの対応については、満足していると回答した利用者は46.0％に対し

て、5.8％の利用者が不満と回答しています。

　また、水道課のホームページは、90.7％の利用者が見たことがないと回答していま

す。

　水道料金についての回答は、｢高い｣が56.3％、｢適切｣が33.8％，｢安い｣が1.3％と

なっています。

　水道事業の取り組むべき課題については、｢安心できる水の供給｣の回答が、90.9％

と最も多くなっています。

２）アンケート結果

①．水道の意義について

②．水道水について

③．住民サービスについて

④．水道料金について

⑤．水道事業のあり方について

⑥．水道水の利用について
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 ３）アンケート結果の考察

　八幡浜市の水道利用者アンケートの調査結果によると、ライフラインとしての重要性

が強く認識されており、｢安心できる水の供給｣や｢災害に強い水道｣が求められているこ

とがわかります。

　水質については、多くの利用者が、水道料金を値上げしてまで水質を良くするよりも

今のままでよいと考える一方で、飲料水としてそのまま飲むには不安がある、或いはあ

まりおいしくないと思っていることが伺えます。

　今回の調査では、水道課からの質問のほかにも様々な意見を頂ました。この中には、

｢八幡浜市は断水がないので、感謝しています。｣といった評価を頂いた一方で、｢赤水

が出るときがある。｣｢大雨が降った後、ゴミがたまったりすることがあるので、水源地

を清潔にして欲しい。｣など、簡易水道等の地区では施設管理に対する要望や、組合管

理の水道利用者からは｢高齢者になると当番も大変です。市で管理をお願いします。｣｢

水が汚れているときがある。｣｢大雨の時、水が濁る時があるので、一日も早く上水道の

水を飲んでみたいです。｣といった、水源量の不足や水道管理の不十分さとともに維持

管理の大変さが聞かれました。

　また、水道料金については料金が高いといった意見のほかに｢完全なるコストを公開

して欲しい｣などの情報公開を求める声も聞かれました。

　八幡浜市水道事業は、これらの声を反映し、将来にわたって、安心できる水をいつで

も供給できるように、施設の老朽化と重要性から耐震化も含めた水道施設の更新に取り

組み、簡易水道等の小規模水道の上水道への統合や、また、今以上に安全でおいしい水

を供給するために水質管理を強化していく必要があります。

　電話や窓口での職員の対応に不満を持っている利用者もあり、今後は情報公開を進め

るとともに、住民サービスの向上を図っていくことも重要です。

３）アンケート結果の考察
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第４章 基本理念と施策目標 

４‐1．基本理念 

八幡浜市の水道は、昭和5年に給水を開始してから78年の歴史を経ています。この間に震

災などの自然災害や戦争による物資不足などを経験してきましたが、水道関係者の懸命な努力

により、市民の生活に欠かせないライフラインとしての機能を維持発展させてきました。 

その後、増大する生活用水の需要に対応するため、７次にわたる整備・拡張事業を続けてき

ました。しかし、これに伴い、これまでに整備された水道施設の多くが老朽化しつつあり、施

設の大規模更新・再構築が不可避となっています。また、現在では給水人口の減少や経済活動

の変化、節水の取組みなどから、水の需要が減少しています。このため、老朽化が進む浄水場

や配水系統の見直しを行い、施設を需要に応じた規模とするなど、効率的な水道を目指す必要

があります。今後、給水量が減少する状況が継続し、仮に料金の改定を行わなかった場合には、

水道事業は遠からず赤字に転落することが予想されます。 

このような厳しい状況のもと、水道事業の健全経営・運営基盤の強化を図りつつ、多くの課

題に対応するためには更なる経費の節減に努め、経営の効率化を推進する必要があります。ま

た、水道利用者であるお客様の方々に適正な負担をお願いする必要があります。 

そのためには、水道利用者である市民の立場に立った施策を展開するとともに、安全でおい

しい水の安定供給を将来にわたって続けて行くよう事業の推進に努めます。 

 

 

 

八幡浜市の目指すべき方向として 

 

 

    ～～ 命の水 安心・安全を未来まで ～～ 
 

 

という基本理念を掲げ、｢安心・安全｣、｢安定｣、｢持続｣、｢環境｣を主要な施策課

題と位置づけ事業運営に取組みます。 
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４４４‐‐‐２２２．．．施施施策策策目目目標標標   

   

   

   

 安全で快適な水の供給
　①水源水質の保全及び浄水方法
　　の改善
　②水質管理の強化
　③直接給水方式の拡大
　④貯水槽水道管理の強化

『安心・安全』

 安定した事業運営
　①施設・管路の更新及び耐震化
　　計画
　②応急給水体制の強化
　③応急給水施設の整備
　④簡易水道統合計画

『安定』

 環境保全への貢献
　①省エネルギー対策
　②有効率の向上
　③他事業との連携

『環境』

  いつでも使える水の供給
 及び維持管理の強化
　①財政の健全化
　②水道技術の継承
　③利用者サービスの向上
　④施設管理体制の強化
　⑤第三者委託等導入可能性の検討

『持続』

八幡浜市
水道事業

現状と課題
『安心・安全』『安定』
『持続』『環境』
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４４４‐‐‐３３３．．．施施施策策策体体体系系系   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 施策目標 実現方策

理想像：命の水　安心・安全を未来まで

クリプトスポリジウム
対策

川之内浄水場の
濁度対策

水質管理の強化

直接給水システム
の普及

鉛製給水管の布設替

施設の耐震性の強化

応急給水体制整備

危機管理体制の整備

簡易水道統合による経
営基盤の強化

自然環境に負荷をかけ
ない浄水処理施設

施設の統廃合などによ
る省エネルギー対策

老朽化施設の更新によ
る有効率の向上

老朽化施設の更新

水源水質の保全及び
浄水方法の改善

水質管理の強化

直接給水方式の拡大

貯水槽水道管理
の強化

施設・管路の更新
及び耐震化計画

応急給水体制の強化

応急給水施設の整備

簡易水道統合計画

省エネルギー対策

有効率の向上

他事業との連携

安
全
で
快
適
な

水
の
供
給

環
境
保
全
へ
の

貢
献

安
定
し
た

事
業
運
営

安
心
・
安
全

安

定

財政の健全化

組織体制の強化

広域監視体制の整備

技術の継承と発展

利用者サービス
の向上

い
つ
で
も
使
え
る

水
の
供
給
及
び

維
持
管
理
の
強
化

財政の健全化

水道技術の継承

利用者サービス
の向上

施設管理体制の強化

第三者委託等導入
可能性の検討

持

続

環

境
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第５章 実現方策 
 

５‐１．｢安心・安全｣ 安全で快適な水の供給 

   
   
①．水源水質の保全及び浄水方法の改善 

 
八幡浜市の水道には多数の水源があり、その多くが市街地にあります。これまでに、

水源の汚染等による水質事故は発生していませんが、水源周辺の環境の監視や状況の把

握が不可欠で、水源周辺環境の監視を強化するとともに、継続的な情報収集が必要です。

今後は様々な施策による水源の保全を行い、より一層の水質向上に努めます。 
また、クリプトスポリジウム（耐塩素性病原生物）の感染症対策として、今後も原水

及びろ過水についての監視強化を図り、施設の改修時には、ろ過設備や紫外線処理設備

等の整備を検討し、さらなる安全な水道水の供給を目指します。 

 
    主要な実現方策 

◆ 水源周辺の環境を監視する体制を強化し、外柵などを整備し防犯 

対策に努める。 

◆ 原水及びろ過水の監視強化と施設改修時の設備対策を図る。 

 （神山取水場、川筋取水場、松柏取水場、第３水源地、山崎受水井） 

◆ 川之内浄水場の濁度対策として、前処理施設を改善する。 

 
 

 
 

神山水源地 川之内浄水場の前処理設備
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②．水質管理の強化 
 

八幡浜市の上水道事業では毎年「水質検査計画」を策定し、その計画に基づき、浄水

系統別に市内の１３箇所の給水栓を対象として、毎日水質検査を行っています。今後は

検査箇所を増やすなど水質管理の充実を図り、水道水の安全性をより一層高めていきま

す。 
塩素滅菌は、水道水を安全に供給するために不可欠なものですが、塩素臭が強いと利

用者に不快感を与えることになります。そこで、更に「おいしい水」づくりに向けて、

残留塩素濃度の適正化を図り、設備や水質管理の充実を図ります。 
 

 

    主要な実現方策 
◆ 検査箇所を増やし、水質管理の充実を図る。 
◆ 配水管内の残留塩素濃度を適正に管理するため、各配水場に残留 

塩素計を設置し注入量の制御を行うとともに、管理体制や自動化 
による測定施設を整備する。 

 

 

 検査場所 

 
検査の種類 検査の頻度 

上水道 簡易水道等 

毎日検査 

（色･濁り･消毒の３項目） 
毎日１回 

市内の地域ごとに選んだ

給水栓 

（市内１３箇所） 

水質基準項目 

（１０項目） 
毎月１回 

浄 
 

水 

水質基準項目 

（１６項目） 

年４回（３ヶ

月に１回） 

市内の給水栓７箇所 

各簡易水道で１カ所の

給水栓 

原
水
水源原水水質検査 

（３９項目） 
年に１回 市内の水源地原水６箇所 各簡易水道の水源地 

 

 

③．直結給水方式の拡大 

 

直結給水方式とすることにより、配水管の水が蛇口まで直接供給されるため、水質面

での安全性が向上するとともに、受水槽が不要となることから、清掃等の維持管理費が

低減されます。 
今後、受水槽方式を採用しているビルやマンションなどに対して、３階建までの建物

について直結給水方式への切替を進めていきます。 
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    主要な実現方策 
◆ ３階まで直送する直結給水方式の推進を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④．貯水槽水道管理の強化 

 

集合住宅等に設置されている貯水槽（受水槽や高置水槽）の管理責任は施設の所有者

にあり、水質管理についても、水道水が貯水槽に入ってからは所有者の責任となります。

全ての蛇口から安心して水道水を使用していただけるよう、施設の所有者に対して貯水

槽の適正な管理を呼びかけ、十分な指導を行っていきます。 
貯水槽水道は、受水槽以降の給水設備の管理を使用者（受水槽管理者）で行われてい

ます。しかし、維持管理が不十分な貯水槽が見受けられるために、衛生上の問題から水

質面での不安をなくすために、貯水槽水道及び給水装置への積極的な関与に努めます。 
 
 
主要な実現方策 
◆ ホームページや広報でのお知らせのほか、受水槽管理者への直接 

指導や助言を積極的に行う。 
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５‐２．｢安定｣ 安定した事業運営 

   
①．施設・管路の更新及び耐震化計画 

 
八幡浜市水道事業にとって、施設・管路の老朽化に対する取り組みは、今後の最大の

課題です。老朽化が進む中、更新事業を全く実施しなかった場合、10 年後には耐用年

数を超える老朽施設が全施設の約 50％となり、水道水の安定供給に支障きたす水道管

等の破裂による断水事故の発生も懸念されます。 
今後は、耐震化とあわせて施設・管路の更新に取組み、漏水の軽減を推進するととも

に、計画目標年度内に基幹管路の断水事故をなくし、その他配水支管の事故も含めた全

体としては、半減に向けた取組みを行います。 
八幡浜市付近では、中央構造線活断層系における活断層型地震及び南海トラフにおけ

る海洋性大地震による大きな被害が予想されており、その被害は甚大なものと想定され

ています。 
地震による被害を受けた場合に重大な二次災害を招く恐れが高い施設や、破損した場

合に被害の影響が大きな基幹管路や浄水場、配水池など、優先度、緊急度の高い施設に

ついて耐震化率の早期向上が必要です。施設の耐震性調査を実施し、その結果に基づく

整備計画を策定し、費用対効果などを見定め計画的に耐震化を進めていきます。 
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主要な実現方策 
◆ 配水池などの老朽化した施設や設備は、計画的に更新・整備 

する。 

◆ 段階的・計画的に老朽間の更新を実施する。 

◆ 災害時の給水拠点となる配水池や導・送水管路や配水幹線ルート 

については、更新と合わせた耐震性能の強化や耐震型管路への布 

設替え、ループ化、バイパス化を行う。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

耐震管布設替状況（NS型耐震管）
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※赤色は計画箇所



 
②．応急給水体制の強化 

 
風水害や地震などの自然災害の発生に伴い、水道施設に甚大な被害が発生し緊急な対

応が必要となる場合に、水道施設の保全、二次災害の防止、迅速な応急給水の実施およ

び早期の復旧を可能とする態勢の整備が必要です。 
応急給水は、災害時の交通の困難性などを考慮し、耐震性に優れた基幹管路や応急給

水栓、緊急貯留槽による給水拠点方式、給水タンク車やポリ容器などによる運搬給水方

式などにより、被災後の市民の生活用水の確保を図ります。 
また、復旧に必要な資材や給水機材については、分散保管するとともに、復旧工事に

あたっては、他都市からの応援や管工事組合などの協力体制により、早期実施に努めま

す。 
 
主要な実現方策 
◆ 給水拠点や運搬給水による、被災後の市民の生活用水を確保する。 

◆ 他都市からの応援や管工事組合などの協力体制により、復旧工事 

の早期実現を図る。 

◆ 災害発生後の応急給水方法を確立し、利用者に対し場所や給水方法 

などについて事前の広報活動を推進する。 

◆ 災害時には、地域住民の協力が不可欠であるため、関連機関との連 

携をとり、合同訓練を実施するなど、災害時の地域協力体制づくり 

を行う。 

 
 
 

 
 
 

災害時上水道応急給水・応急復旧訓練
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③．応急給水施設の整備 
 
配水池や浄水池、緊急貯水槽などに蓄えられた水は、災害時や事故時において応急給

水などに使用できます。これらの貯留能力が多くなるほど緊急時の対応が柔軟に行えま

す。 
被災時には、応急給水活動を行う給水場所が必要となります。給水拠点には応急給水

栓を配備し、緊急貯留槽を設置するなどの整備を進め、迅速な応急給水を図ります。 
 

 

主要な実現方策 
◆ 給水拠点に、応急給水栓や緊急貯留槽を設置する。 

◆ 水道施設設計指針に示されている一日最大給水量の１２時間以上 
を各配水池に確保できるよう施設整備を図る。 
◆ 主要な給水拠点には、地震における管路破損時などの不測の事態 
に備え、緊急遮断弁の設置を推進する。 

 
 
 
 
④．簡易水道統合計画 

 
八幡浜市には上水道の他に、簡易水道や飲料水供給施設など、小規模水道の施設が数

多くあり、これらの施設は老朽化が進んでいます。また、人口減少や高齢化により、維

持管理が困難な状況にあります。 
老朽化した取水施設や浄水施設を廃止し、上水道から連絡管で配水するなどの施設の

接続を含むハード統合、既存施設の有効利用の観点から、施設を接続しないが経営のみ

を統合するソフト統合の双方を対象とした簡易水道統合計画を推進し、総合的な水運用

及び維持管理体制の効率化を図り、安全でおいしい水を給水できるように努めます。 
 
 
主要な実現方策 
◆ 北部の広早簡易水道、喜木津簡易水道、夢永条例水道及び峰条例水 

道を上水道に統合します。そのほかの簡易水道等についても、施 
設統合の可能性を検討し、平成29年度には全ての簡易水道等を 
上水道に統合します。 
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日土北東簡易水道

榎野条例水道

磯崎簡易水道

夢永条例水道

峰条例水道

喜木津簡易水道

広早簡易水道 今出簡易水道

中当条例水道

神明条例水道

日土簡易水道

梶谷岡簡易水道

鼓尾簡易水道

上高野地条例水道

古谷共同給水施設

古藪簡易水道

田浪条例水道

矢野畑簡易水道

中津川簡易水道

谷条例水道
釜ノ倉簡易水道

八幡浜市上水道

八幡浜市簡易水道等統合計画図
（施設統合を行わない簡易水道等は、経営統合のみ）

施設統合
計　画

施設統合
計　画

施設統合
計　画

施設統合
計　画

施設統合
計　画

簡易水道事業　 12事業

上水道事業　　　1事業

条例水道事業　　8事業

共同給水施設　　1事業
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５‐３．｢持続｣ いつでもどこでも使える水の安定供給と維持管理の強化 

   
①．財政の健全化 

 
これからの水道事業は、老朽化した水道施設の更新や、災害などにも強い施設の整備

など、利用者のみなさまへの給水サービスの維持･向上にかかる費用の増加が見込まれ

ます。 
八幡浜市の上水道は、現在のところ営業収支ベースで黒字を保っていますが、今後、

水道事業を維持する上で、十分な積立てはない状況です。 
そのため、費用の削減や効率的な事業経営になお一層努力していくことは当然ですが、

公平な負担と給水サービスの実現や健全な事業運営を維持するためには、料金体系の見

直しを含め、適切な水道料金を設定する必要があります。また、概ね５年間の算定期間

を設け、収益と支出とのバランスが確保可能な中期経営計画の策定に基づき設定するこ

とが必要です。 
 

 

主要な実現方策 
◆ 費用の削減や効率的な事業経営の一層の努力を行います。 
◆ 適正な料金制度について検討し、適切な水道料金を設定します。 

 
 
 
 
②．水道技術の継承 

 
多様化・高度化する水道の諸課題に的確に対応していくとともに、現在の給水サービ

ス水準を確保し、向上させるためには、水道施設の運営に関する専門的な知識や経験を

有する技術者を継続的に育成し、十分な人材を確保していくことが極めて重要となって

います。 
各種研修や技術発表会へ積極的に参加するとともに、水道技術資格の取得に努め、職

員一人一人の技術・技能・知識を向上させていきます。 
 
 

主要な実現方策 
◆ 各種研修や技術発表会へ積極的に参加する。 
◆ 水道技術資格を取得し、職員の技術・技能・知識の向上を図る。 
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③．利用者サービスの向上 
 
いつでも安心・安全で安定した給水や水道サービスをお客様にお届けするために、市

民アンケートなどを通じてお客様のニーズを常に把握し、事業経営に反映していきます。 
また、お客さまに対して市広報誌、ホームページ等を通じて、水道事業に関する情報

を積極的に提供していきます。 
水道料金は、独立採算制を原則とする水道事業財政の主要な財源となっており、料金

収入が滞り、これを放置すれば健全な財政運営に支障をきたすばかりか、納入される利

用者との均衡を失うことになります。 
水道料金の支払方法は、水道課窓口や、金融機関窓口及び口座振替を実施しています

が、今後は、利用者の利便性を考慮して、コンビニエンスストアでの収納手続きなど、

お客様のライフスタイルを考慮した支払方法等や未納者対策についても検討していき

ます。 
 

 

主要な実現方策 
◆ 市広報誌、ホームページ等を通じて、水道事業に関する情報 
を積極的に提供する。 
◆ 水道料金未納に対する徴収に努める。 
◆ 利用者の利便性を考慮した支払い方法を検討する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
④．施設管理体制の強化 

 
八幡浜市水道事業では現在、浄水場などの施設の運転管理を直営で行っており、一部

専門分野の保守点検について個別委託をしている状況です。 
直営での維持管理には、専門技術者の配置やマニュアルの作成、職員の研修など費用

と時間が必要となります。本市の水道は広範囲に施設が点在し、管理が複雑になってお

り、維持管理が十分に行えていない状況にあります。 
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今後は、遠方監視施設の設置による監視体制の広域化や、事業運営規模に見合う必要

な職員数の確保など、維持管理体制の強化を図り、管理不備に伴う事故を未然に防止す

るよう努めます。 
現在、八幡浜市水道課は保内庁舎を拠点とし、主要な水道施設は、外部委託による毎

日巡回・点検を行っています。 
今後、運営・管理体制をより効率的な組織にするために、適切な人員配置と遠方監視

システムの整備が必要です。 
また、現在の水道サービス水準を将来にわたって維持・向上させるためには、技術の

継承をはかりつつ、職員の能力活用と人材育成を図り、専門的な知識・経験を有する技

術者を継続的に育成・確保することに努めます。 
 
 
 
主要な実現方策 
◆ 遠方監視施設の設置による監視体制の広域化を図る。 
◆ 事業運営規模に見合う必要な職員数の確保に努める。 
◆ 水道技術は、土木、機械、電気、化学など複合した専門的技術 
です。これらの技術を効率的に取得し、技術力の向上を目指し 
た人材の育成を図り、適切な人員配置に努める。また、事務職員 
は、水道事業の特性と会計方式を熟知し、全庁的な経理経験者の 
配置に努める。 
◆ 長い年月を掛けて培ってきた水道の知識・技術を次世代へ継承し、 
幅広い視野をもった人材の育成を目指し、内部研修を推進する。 

 
 
 
⑤．第三者委託等導入可能性の検討 

 
平成14年の水道法改正により、水道事業では、維持管理面を主体として「第三者委

託」をはじめとする、民間活用への途が開かれました。高度化・複雑化する水道技術へ

の追従や、今後生じる水道施設・管路の大量更新時代に対する適正な維持管理、ベテラ

ン水道職員の知見・維持管理スキルの継承に向けて、「第三者委託」は、近隣の水道事

業体においても導入が進められている状況にあります。 
民間活用の手法としては、従来型業務委託や第三者委託等があり、本市では現在、一

部従来型業務委託を行っている状況ですが、今後は、安定給水に支障をきたすことのな

いよう、技術の継承、確保が急務であるため「第三者委託」制度の導入について検討を

行います。 

-53-



簡易水道等小規模水道の中には、水道施設を地元の利用者に自主管理委託していると

ころも多くありますが、この地区の人々も高齢化が進み、管理作業が大きな負担となっ

ています。 
水道施設は適切な管理を行っていく必要があり、簡易水道統合計画に基づいて、地元

管理による水道についても今後は市管理の一元化を進め、安全な水の供給を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主要な実現方策 
◆ 「第三者委託」制度の導入について検討する。 
◆ 地元管理の水道を、市管理に一元化を図る。 

 
 
 
 
 

   

※従来型業務委託 
  第三者委託との大きな違いは、従来型業務委託の個別業務が水道事業者の監督、

指示の下に行われ、水道法上の責任を監督者である水道事業者が負う。 
※第三者委託 
  受託者は「受託水道技術管理者」を置き、受託業務の範囲内では，水道法上の責

任を伴う技術上の受託業務。 
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５‐４．「環境」 環境保全への貢献 

   
①．省エネルギー対策 

 
八幡浜市の上水道の電力消費量は全国並みで、若干上回っている状況です。 
当市の給水区域の特徴として山間丘陵地が多く、加圧送水・配水施設が多いことから

急激な省エネルギー対策の向上は困難ですが、今後、施設更新等を行うにあたって、高

効率型の機器の導入などを積極的に行うことにより、まずは全国値程度の電力消費量へ

の低減を図ります。 
 

 

主要な実現方策 
◆ 高効率型の機器を積極的に導入する。 

 
 
 
 
②．有効率の向上 

 
漏水防止による有効率の向上は、水循環系への負荷を軽減するだけでなく、浄水・送

配水段階の環境負荷にも効果があります。 
計画的な漏水調査及び配水管の更新を実施し、有効率の向上を図ります。 
 

 

主要な実現方策 
◆ 計画的に漏水調査や配水管の更新を実施する。 
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③．他事業との連携 
 
八幡浜市の上水道には、汚泥を生じる浄水施設はありません。 
一方、建設副産物のリサイクル率については、全国値よりも若干低い状況にあります

が、今後も他事業との計画調整、共同施工を進め、更なるコスト縮減及び建設副産物等

の再資源化施設への搬入等に努めます。 
 

 

主要な実現方策 
◆ 他事業との計画調整、共同施工を進め、更なるコスト縮減及び 
建設副産物等の再資源化施設への搬入等に努める。 
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●事業スケジュール

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37以降

水源水質の保全及び
浄水方法の改善

直結給水方式の拡大

水質管理の強化

貯水槽水道管理
の強化

施設・管路の更新
及び耐震化計画

応急給水体制の強化

応急給水施設の整備

簡易水道統合計画

財政の健全化

水道技術の継承

利用者サービス
の向上

施設管理体制の強化

第三者委託等導入
可能性の検討

地元管理施設の
市管理一元化
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検討検討 検討
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７．事業推進方策 

   八幡浜市水道ビジョンは、「命の水 安心・安全を未来まで」を基本理念（将来

像）に、今後の水道事業の目標とその実現を目指した４つの基本施策を設定し、事

業推進の方向性を示しています。 

計画を推進するに当たって、下記の点に留意し、八幡浜市水道ビジョンを確実か

つ円滑に実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

◆実施効果の把握 
 八幡浜市水道ビジョンは、平成2２年度からの１５年間を当面の計画期間に設定して

います。この期間の中で計画の進捗状況と実施効果の把握が必要です。 

 さらに、将来にわたって安定した給水が確保できる水道システムの構築向けて、施設

を計画、実施、検証および改善を繰り返すこと（PDCAサイクル）が必要です。 

◆情報公開と意見の募集 

 八幡浜市では、基本施策の一つでもある「利用者サービスの向上」を目指し、利用者

に向けて「施策や事業投資に対する理解」と安心や安全性など「水道への信頼」を得る

ために、ホームページなどを用いて利用者に情報公開を行っていきます。 

水道ビジョンの実施体制
（事業推進のＰＤＣＡサイクル）

ＰＤＣＡ
サイクル

水道利用者

①　Ｐlan
（計画）

②　Ｄ0
（実行）

③　Ｃheck
（評価）

④　Ａction
（改善）
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